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宿

行
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宿
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宿

行
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宿
    
棚棚 棚棚
・・ ・・
配
膳
机

配
膳
机

配
膳
机

配
膳
机
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脚脚 脚脚
作
製

作
製

作
製

作
製

 

◇
 
平

成
２

６
年

２
月

２
４

日
( 月

) ～
２

５
日

( 火
)  

両
日

共
: 晴

れ
 
 

◇
 
参

加
者

 
眞

砂
民

雄
、

田
中

稔
昭

 
計

２
名

 

 作
業

内
容

は
、

行
仙

宿
の

棚
・

椅
子

・
配

膳
机

の
脚

を
製

作
す

る
こ

と
。

資
材

の
杉

・
桧

が
３

日
前

に
ヘ

リ
で

荷
揚

げ
さ

れ
た

の
で

、
こ

の
両

日
、

一
泊

二
日

の
計

画
で

行
仙

に
上

が
っ

た
。

 

 

２２ ２２
月月 月月
２
４

２
４

２
４

２
４
日日 日日

( 月月 月月
) １

１
１
１

１
１

１
１

；
３
０

３
０

３
０

３
０

 
9
℃℃ ℃℃
    
浦
向

浦
向

浦
向

浦
向
    

４
２

５
号

線
 
浦

向
で

、
眞

砂

さ
ん

田
中

が
落

ち
合

う
。

眞
砂

さ
ん

は
軽

ト
ラ

四
駆

ノ
ー

マ
ル

タ
イ

ヤ
、

田
中

は
乗

用
二

駆
ス

ノ
ー

タ
イ

ヤ
で

補
給

路
登

り
口

へ
向

か
う

。
道

中
下

半
分

の
道

路
に

雪
は

全
く

無
い

。
山

を
見

上
げ

て
も

日
陰

の
谷

筋
に

僅
か

に
積

雪
を

認
め

ら
れ

る
程

度
。

道
中

上
半

分
で

は
、

除
雪

さ
れ

た
雪

が
道

路
脇

に
少

し
残

る
。

１
２

：
０

０
登

り
口

に
到

着
、

昼
食

を
取

る
。

身
支

度
を

し
て

い
る

と
１

台
の

軽
ト

ラ
が

通
り

か
か

り
、

斜
面

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
吹

き
付

け
工

事
中

で
、

こ
の

林
道

は
そ

の
請

負
会

社
が

除
雪

し
た

と
の

こ
と

。
お

陰
で

こ
こ

ま
で

難
な

く
来

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

同同 同同
１

３
１

３
１

３
１

３
：： ：：

０
０

０
０

０
０

０
０

    
ア

イ
ゼ

ン
を

ア
イ

ゼ
ン

を
ア

イ
ゼ

ン
を

ア
イ

ゼ
ン

を
着着 着着

けけ けけ
山

小
屋

山
小

屋
山

小
屋

山
小

屋
へへ へへ

出
発

出
発

出
発

出
発

    
補

給
路

と
浦

向
下

り

径
出

会
い

辺
り

ま
で

上
が

っ
て

来
る

と
、

北
斜

面
部

分
で

は
積

雪
が

３
０

～
４

０
ｃ

ｍ
残

っ
て

い
る

場
所

が
あ

る
。

浦
向

方
向

に
は

小
動

物
の

足
跡

が
少

し
あ

る
も

の
の

、
人

が
歩

い
た

跡
は

な
く

新
雪

の
ま

ま
。

ヤ
マ

ガ
ラ

二
羽

が
木

に
留

ま
り

チ
ー

チ
ー

鳴
く

。
周

辺
の

雪
景

色
が

美
し

い
。

 

こ
ん

な
雪

の
中

、
雪

山
登

山
気

分
で

、
大

変
清

々
し

い
。

 

同同 同同
１

４
１

４
１

４
１

４
：： ：：

１
０

１
０

１
０

１
０

    
５５ ５５

℃℃ ℃℃
    

山
小

屋
到

着
山

小
屋

到
着

山
小

屋
到

着
山

小
屋

到
着

    
通

常
な

ら
ば

、
先

ず
は

水
汲

み
の

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、
２

１
日

( 金
) の

ヘ
リ

荷
下

ろ
し

時
に

ミ
ネ

ラ
ル
・
ウ

オ

ー
タ

ー
１

２
リ

ッ
ト

ル
も

上
げ

て
頂

い
て

い
た

の
で

、
荷

ほ
ど

き
を

事
始

め
に

早
々

に
作

業
開

始
。
柱
・
桟

の
べ

っ
ぴ

ん
( 綺

麗
) な

面
が

正
面

に
く

る

よ
う

考
慮

し
て

配
材

→
墨

付
け

→
手

鋸
で

加
工

を
進

め
る

。
 

同同 同同
１

７
１

７
１

７
１

７
：： ：：

３
０

３
０

３
０

３
０

    
３３ ３３

℃℃ ℃℃
    
作

業
終

了
作

業
終

了
作

業
終

了
作

業
終

了
    

山
の

日
没

は
早

い
。

夕
暮

れ
が

近
く

な
っ

て
き

た
の

で
、

作
業

終
了

。
こ

の
２

日
間

で
棚

を
完

成
さ
せ

よ
う

と

二
人

は
思

っ
て

い
る

が
、

こ
の

時
点

で
明

日
完

成
す

る
か

少
々
不
透
明

。
 

同同 同同
１
８

１
８

１
８

１
８
：： ：：
０
０

０
０

０
０

０
０
    
眞
砂
風

眞
砂
風

眞
砂
風

眞
砂
風

 
猪
鍋

猪
鍋

猪
鍋

猪
鍋
    
レ
シ
ピ

は
、
猪
肉
＋
玉

ネ
ギ
＋
酒
＋
醤
油

＋
砂
糖
だ

け
で

水
は
使
わ

な
い

。
少

し
甘

め
に

す
る

の
が

コ
ツ

ら
し

い
。

旨
い
！

 
 

昔
、
牡
丹
鍋

を
食

べ
た

こ
と

は
あ

る
が

少
し
臭

み
が

あ
っ

た
気

が
す

る
。

し
か

し
今

回
の

も
の

は
、
肉

は
大

変
あ

っ
さ

り
で
適

度
な
甘

み
が

あ
っ

て
、

い
く

ら
で

も
食

べ
ら

れ
る

。
し

ば
ら

く
で

無
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

取
り

置
き

の
熊
野
三

山
を

頂
き

な
が

ら
、
話

が
弾
む

。
い
つ

の
間

に
か

時
刻

は

１
０

時
、

そ
ろ

そ
ろ
寝

る
こ

と
に

す
る

。
 

同同 同同
２

４
２

４
２

４
２

４
：： ：：

０
０

０
０

０
０

０
０

    
００ ００

℃℃ ℃℃
    

ロ
ケ

ッ
ト

ス
ト

ロ
ケ

ッ
ト

ス
ト

ロ
ケ

ッ
ト

ス
ト

ロ
ケ

ッ
ト

ス
ト

ーー ーー
ブ

は
ブ

は
ブ

は
ブ

は
生生 生生

きき きき
物物 物物

かか かか
？？ ？？

    
一
眠

り
後

目
覚

め
て

、
お

き
火

に
薪

を
入

れ
る

。
再
び
勢

い
よ

く
燃
え

る
。

手
が
届

く
ほ

ど
の

す
ぐ
横

に
寝

て
、
真

っ
暗

な
中

で
下

か
ら

見
上

げ
る
角

度
か

ら

燃
え
盛

る
ス

ト
ー
ブ

の
表
情

を
見

て
い

る
と

、
耳

が
あ

り
目

が
あ

る
、
頭

の
皿

も
あ

る
。
耳

・
目

・
皿

か
ら
勢

い
よ

く
炎

が
噴

出
し

て
い

る
。

ま
る

で
生
命
力

に
溢

れ
た
生

き
物

の
よ

う
に
思
え

て
く

る
。

 

 
が

、
煙

、
臭

気
に
対

し
さ

ら
な

る
改
善
策

は
な

い
だ

ろ
う

か
、
ロ
ケ

ッ
ト

を
も

う
少

し
延

ば
し

て
は

ど
う
だ

ろ
う

か
等
思
案

し
た

が
、
勉
強
不

足
で

結
論

は
出

な
い

。
 



２２ ２２
月月 月月
２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日

( 火火 火火
) ０

７
０
７

０
７

０
７
：： ：：
０
０

０
０

０
０

０
０
    
３３ ３３
℃℃ ℃℃
    
朝

食
は
簡
素

で
、
湯

で
温

め
て

食
べ

る
ご
飯

、
味
噌
汁

、
梅
干

し
、
海
苔

を
食

す
。

 

同同 同同
０

７
０

７
０

７
０

７
：： ：：

４
５

４
５

４
５

４
５
    

棚
作

棚
作

棚
作

棚
作

りり りり
再
開

再
開

再
開

再
開

    
棚

は
４
段

物
。

杉
の

棚
板

７
２
枚

を
切

る

作
業

か
ら

始
め

る
。

手
曳

き
作

業
な

の
で
結
構

時
間

を
要

す
る

。
 

同同 同同
１
０

１
０

１
０

１
０
：： ：：
０
０

０
０

０
０

０
０

 
玉
岡
憲
明

さ
ん

、
畑

林
秀
味

さ
ん

が
上

が
っ

て
こ

ら
れ

る
。

様
子

見
が

て
ら

、
我

々
の

昼
食

に
秋
刀
魚
寿
司
等
豪
華

な
差

し
入

れ
の

頂

き
ご
馳
走

に
な

る
。
古

い
棚

の
撤
去

を
し

て
頂

く
。
役

場
に

用
が

あ
る

と

の
こ

と
、

１
４

：
０

０
に

下
山

さ
れ

た
。

 

同同 同同
１１ １１

５５ ５５
：： ：：

０
０

０
０

０
０

０
０

    
９９ ９９

℃℃ ℃℃
    

作
業

作
業

作
業

作
業

をを をを
終終 終終

え
る

え
る

え
る

え
る

 
棚
板

の
貼

り
付

け
の

一
部

を
残

し
て

作
業

終
了

し
、
後
片

付
け

、
戸
締

り
を

す
る

。
 

下
山

時
も
ア

イ
ゼ

ン
を

着
け

る
。

道
中

の
雪

は
、
心
持

ち
昨

日
よ

り
少

な

く
な

っ
た
感
じ

。
 

同同 同同
１

６
１

６
１

６
１

６
：： ：：

４
５

４
５

４
５

４
５

    
補

給
路

登
補

給
路

登
補

給
路

登
補

給
路

登
りり りり

口口 口口
へへ へへ

下
山

下
山

下
山

下
山

 
残

る
作

業
（

棚
・

椅
子

・
薪
入

れ
他
）

の
為

、
近

い
内

に
再
び

来
る

こ
と

を
申

し
合
わ
せ

、
浦

向
で

眞
砂

さ
ん

は
１

６
９

号
線

へ
、
田

中
は

４
２

５
号

線
へ

そ
れ
ぞ

れ
帰

路
に
就

く
。
 

（
眞

砂
・

田
中

 
記
）

 

 

 

 


